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論文内容の要旨
本論文は，エネノレギ構造材におけるセラミック被覆の適用の可能性に関する評価を目的として，プラ
ズマ溶射セラミック被膜についての構造研究ならびに特性研究をまとめたものであり. 8 章から構成さ
れている。
第 1 章では，各種ジノレコニア溶射被膜の構造をラマン分光法により調査し，ジルコニア被膜中で起こ
る正方晶から単斜晶への応力誘起変態の解析に応用している。さらに顕微ラマン分光の手法によりビッ
カース圧痕近傍の微細構造を調べ" 20kg荷重の場合に変態領域がクラックから10μm以上にまで及ぶ乙
とを明らかにしている。
第 2 章では，プラズマ溶射によるアノレミナージノレコニア系被膜の構造を調べた結果，化学組成が等し
く製造方法の異なる粉末を用いた場合には溶射被膜の正方晶の分率が大きく変化することを明らかにし
ている。
第 3 章では，アルミナーチタニア系溶射被膜は α-Alz 03. r -A12 03 .ルチ jレ相 Ti02 および同一
A12TiOs から構成され，電子スピン共鳴にみられる共鳴吸収は r -A1203または戸- AlzTiOs 中の
A1 3+ に置換した Ti 3+ に起因することを示している。
第 4 章では.SUS316鋼に対するアルミナ溶射被膜の接合強度として約 40MPa の良好な値を得て
いる。また，溶射被膜の接合機構は機械的な縫合作用による乙とを示している。
第 5 章では，窒化珪素ウイスカ一件 0.5μm x 100μm) をアルミナ粉末に混合する乙とにより作製
した溶射被膜は耐衝撃性が大きく改善される乙とを明らかにしている o さらに被膜の状態分析より，繊
維強化セラミックの表面被覆への応、用が可能である乙とを示している。
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第 6 章では，プラズマ溶射により作製した各種セラミック被膜の垂直放射率を測定した結果，ジルコ
ニア，アノレミナ，チタニアの順に放射率が増大し，放射率の温度依存性は同様の順序で減少する乙とを
明らかにしている。
第 7 章では，ジルコニア溶射被膜からの熱刺激エキソ電子放射 (T S E E) を観測した結果，溶射に
より得られる準安定・正方晶ジノレコニアの TSEE感度がとくに高いことを示している。
第 8 章では，各種セラミック溶射被膜に対するイオン照射の影響を調べた結果，アルミナ被膜の表面
にはボイドが生成され，またジルコニア被膜では照射量に依存して正方晶から単斜晶への変態が生じる
ことを明らかにしている。
論文の審査結果の要旨
プラズマ溶射によるセラミック被覆法は，材料の耐熱性，耐食性，耐摩耗性等を改善する表面処理技
術として開発されたものであり，省エネノレギの推進や核融合炉の構築に際して重要な役割を担うものと
予想される。本論文は，エネルギ構造材におけるセラミック被覆の適用の可能性に関する評価を目的と
した研究をまとめたものであり，主な成果は次の通りである。
(1) 結晶相の決定が従来困難であったジノレコニアについて，ラマン分光法を用いた場合に結晶構造を容
易に決定できることを明らかにし，さらにジノレコニアの正方晶から単斜晶への応力誘起変態を解析す
る手法を確立している。また，アルミナーチタニア系被膜では従来チタンの占有位置の決定が困難で
あったが，電子スピン共鳴を用いる乙とにより 3 価のチタンイオンがアノレミニウム位置に置換するこ
とを明らかにしている D
(2) 窒化珪素ウイスカーを添加する乙とにより被膜の耐衝撃性は大きく改善されることを明らかにし.
繊維強化セラミックの表面被覆への応用が可能であることを示している。
(3) セラミック被膜の放射率測定，エキソ電子放射観測ならびにイオン照射研究を行い，各種被膜の特
性評価試験法を確立している。
以上の成果は，核融合炉や高効率ガスタービンなどの過酷な環境下で使用されるエネルギ、構造材とし
てのセラミック被覆の適用の可能性に関して重要な知見を与えるものである。よって，本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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